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申請書（研究課題） 

 
・各記入欄の大きさは変更してかまいませんが、最大３ページ以内を厳守してください。 

・図表や写真、カラーの使用も可能です。 

 

申請者氏名：                     

 

１. 研究目的 

(1) 目指す姿 
長期的に目指す姿を、「人間と機械の調和」の促進と関連づけて記述してください。 

 

(2) 提供する価値 
研究成果が社会と人間に提供する価値について記述してください。 

 

(3) 目標と解決すべき課題 
助成終了時の目標と達成レベルを記述ください。実現する機能、性能の数値と従来比較を述べ、解決すべき技術課題およびその

方策を記述してください。 

 

(4)独創性 
特色や独創的な点を記述してください。 
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２. 研究計画 

(1) マイルストーンと方策 
各ステップ(時期)におけるマイルストーン(達成レベル)とその方策を明示してください。図表も使用いただけます。 

 

 

(2) 共同研究者 
学外で連携する研究者がいる場合、記入ください。 

氏名・年齢 

所属・職名 

専門分野 
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３. その他（セルの大きさは必要により変更していただいて構いませんが、最大３ページにおさめてください。） 

(1) 研究歴 主な研究テーマを新しいものから記入 

［西暦   年～   年］：テーマ名 

 

(2) 関連する発表論文・著書・招待講演・受賞歴（重要なものから記入） 
論文は、論文名、著者名、掲載誌名、査読有無、巻、号、ページ、発表年（西暦）を記入 
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（申請者）

・黄色のセルに記入ください。 所属機関

・金額は円単位です。(千円単位ではありません)

職名

氏名

（単位：円）

1.設備備品費 2.消耗品費 3.人件費・謝金 4.調査研究費 5.その他
6.間接経費
  （管理費）

合  計

計画値 0

使途・目的

計画値 0

使途・目的

0 0 0 0 0 0 0

2
年
目

合　計

研究助成(B) 申請書(予算)

費目

1
年
目
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